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（様式１） 

大阪市立高見小学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

  

１ 学校運営の中期目標 

 

現状と課題 

〇令和４年度の学校生活アンケートにおいて、「自分にはよいところがありますか」の項目で、

他の項目よりポイントが低く、児童の自尊感情を高める取り組みが必要である。 

〇令和４年度の小学校学力経年調査の結果では、標準化得点を、大阪市と比較すると、国語

について６年生は－2.6 ポイント、５年生は＋2.2 ポイント、４年生は＋3.4 ポイント、３

年生は－7.6 ポイントである。算数について、６年生は＋6.7 ポイント、５年生は＋4.5 ポ

イント、４年生は＋4.5 ポイント、３年生は－9.4 ポイントである。 

〇令和４年度の全国学力・学習状況調査において、平均正答率では、国語は、全国平均より

10.6 ポイント、大阪市平均より 9.0 ポイント低い。算数は、全国平均より 8.2 ポイント、

大阪市平均より 7.0 ポイント低い。 

〇令和４年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査において、男子は、「握力」で大阪市平均

を上回った。女子は、「握力」「５０ｍ走」「ソフトボール投げ」で大阪市・全国を上回った。

その他は下回っている。 

 

中期目標 

【安全・安心な教育の推進】 

〇令和７年度末に小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけない

ことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を９０％以

上にする。 

〇令和７年度末に学校生活アンケートにおける「学校のきまりを守っていますか」に対して、

肯定的な回答をする児童の割合を９５％以上にする。 

〇令和７年度末に学校生活アンケートにおける「自分にはよいところがありますか」に対し

て、肯定的な回答をする児童の割合を７７％以上にする 

〇令和７年度末に学校生活アンケートにおける「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対

して、肯定的な回答をする児童の割合を８５％以上にする。 

〇令和７年度末に学校生活アンケートにおける「先生や友だち、近所の人にあいさつをして

いますか」に対して、肯定的な回答をする児童の割合を９０％以上にする。 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

〇令和７年度末に全国学力・学習状況調査の正答率について、大阪市平均を上回る。 

〇令和７年度末に小学校学力経年調査の正答率について、大阪市平均を上回る。 

〇令和７年度末に全国体力・運動習慣等における体力合計点を男女ともに 54.0点以上にする。 

〇令和７年度末に小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対

して、肯定的に回答する児童の割合を８５％以上にする。 
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【学びを支える教育環境の充実】 

〇令和７年度末に授業日において学習者用端末を使用する割合を 100％にする。 

〇学習者用端末を活用した家庭学習を週１回実施する。 

〇令和７年度末に学校生活アンケートにおける「学習者用端末を使った学習は楽しいですか」

に対して、肯定的な回答をする児童の割合を９５％以上にする。 

〇年次有給休暇を 10 日以上取得する教職員の割合を 100％、15 日以上取得する教職員の割合

を 90％以上にする。 

〇「学校園における働き方改革推進プラン」における教員の勤務時間の上限に関する基準を満

たす教職員の割合を 100％にする。 
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【安全・安心な教育の推進】 

全市共通目標（小・中学校） 

〇小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思い

ますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を８６％以上にする。 

〇年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

〇年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

学校の年度目標 

① 学校生活アンケートにおける、「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思

いますか」の項目について最も肯定的に回答する児童の割合を８３％以上にする。 

②学校生活アンケートにおける「学校のきまりを守っていますか」の項目について肯定的

に回答する児童の割合を８５％以上にする。 

③学校生活アンケートにおける「自分にはよいところがありますか」の項目について肯定

的に回答する児童の割合を７０％以上にする。 

④学校生活アンケートにおける「学校に行くのは楽しいと思いますか」の項目について肯

定的に回答する児童の割合を８０％以上にする。 

⑤学校生活アンケートにおける「先生や友だち、近所の人にあいさつをしていますか」の

項目について肯定的に回答する児童の割合を８５％以上にする。 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

全市共通目標（小・中学校） 

〇小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と

回答する児童の割合を２６％以上にする。 

〇小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団に

おいて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント向上させる。 

〇小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的

に回答する児童の割合を８０％以上にする。  

〇小学校学力経年調査における「運動(体を動かす遊びを含む)やスポーツをすることは好

きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を６３％以上にする。 

 

学校の年度目標 

①小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団に

おいて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント向上させる。 

② 学校生活アンケートにおける「国語の授業はよくわかりますか。」「算数の授業はよく

わかりますか。」の項目について肯定的な「わかる」と回答する児童の割合を８５％以

上にする。 

③ 学校生活アンケートにおける「学級の友達と話し合って、自分の考えを深めたり、広

げたりすることができていますか」の項目において、肯定的に回答する児童の割合を

８０％以上にする。 

④メンター研修を年５回以上行い、若手教員の育成を図る。 

 

 

 

 

 

２ 中期目標の達成に向けた年度目標 
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⑤学校生活アンケートにおける「外国語の学習は楽しいですか。」の項目について肯定

的に回答する児童の割合を８０％以上にする。 

⑥学校生活アンケートにおける「体を動かすことは好きですか」の項目について最も肯

定的に回答する児童の割合を６５％以上にする。 

⑦体育発表会、なわとび週間、マラソン週間後にアンケートを行い、それぞれの内容に

おいて実施後に肯定的に回答する児童の割合を６５％以上にする。 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（小・中学校） 

〇デジタル教材を活用した朝学習などを週２回実施する。（３年生以上） 

〇学習者用端末を活用した家庭学習を週１回実施する。（３年生以上） 

〇年次有給休暇を 10 日以上取得する教職員の割合を 100％以上にする。  

〇「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間に関する基準１を

満たす教職員の割合を 70％以上にする。（基準２は 100％） 

学校の年度目標 

➀デジタル教材を活用した学習（朝学習や授業時間など）を３年生以上で週２回実施す

る。 

②学習者用端末を活用した家庭学習を３年生以上で週１回実施する。 

③学校生活アンケートにおける「学習者用端末を活用した学習にすすんで取り組むこと

ができましたか」に対して、肯定的な回答をする児童の割合を９０％以上にする。 

④学校生活アンケートにおける「学習者用端末を使った学習は楽しいですか」に対して、

肯定的な回答をする児童の割合を９０％以上にする。 

⑤ゆとりの日を月 1 回以上完全実施する。 
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（様式２) 

大阪市立高見小学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【安全・安心な教育の推進】 

全市共通目標（小・中学校） 

〇小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだ

と思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を８６％

以上にする。（前年度 ８２．５％） 

〇年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

 （前年度 ４．３１％《一昨年３．４１％》） 

〇年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

 （前年度 ９．１％《一昨年１６．７％》） 

学校の年度目標 

① 学校生活アンケートにおける、「いじめは、どんな理由があってもいけないこと

だと思いますか」の項目について最も肯定的に回答する児童の割合を８３％以上

にする。（前年度８７．８％） 

②学校生活アンケートにおける「学校のきまりを守っていますか」の項目について

肯定的に回答する児童の割合を８５％以上にする。（前年度９１．４％） 

③学校生活アンケートにおける「自分にはよいところがありますか」の項目につい

て肯定的に回答する児童の割合を７０％以上にする。（前年度６９．５％） 

④学校生活アンケートにおける「学校に行くのは楽しいと思いますか」の項目につ

いて肯定的に回答する児童の割合を８０％以上にする。（前年度８０．７％） 

⑤学校生活アンケートにおける「先生や友だち、近所の人にあいさつをしています

か」の項目について肯定的に回答する児童の割合を８５％以上にする。 

（前年度８８．７％） 

 

 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向１、安全・安心な教育環境の実現】 

・児童理解全体会の設定により、情報を収集・共有しながら、「問題行動・いじめ・

不登校」等、諸問題の解決に向けて全教職員が組織的に取り組む。 

・「いじめについてのアンケート」を学期に１回実施し、いじめに関わる事案につい

て早期発見、早期対応を行う。 

・「学校生活の約束」を教室へ掲示、また保護者へ配布し、教職員と児童、保護者の

共通理解のもと一貫した生活指導を行う。 

(いじめへの対応、問題行動への対応) 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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指標 

・「いじめについてのアンケート」を学期に１回、「いじめ対策委員会」を年に６回

以上実施する。 

・毎学期の始めや終わりなど、年に６回以上学級で「学校生活の約束」を確認する。 

取組内容②【基本的な方向２、豊かな心の育成】 

・人権教育年間計画を作成し、互いの違いを理解し、認め合う児童集団の育成に努

める。 

・体育発表会や学習発表会等の学校行事を通して、児童が達成感や成就感を味わう

ことができるよう取り組む。 

・たてわり班、登校班、クラブ活動、委員会活動等の活動を通して、異学年交流や

児童と教職員との関わりを深める。 

 (人権を尊重する教育の推進)          

 

指標 

・年間計画をもとに、全学級で必ず人権教育の実践を行う。 

・行事ごとのアンケートで、めあてを達成できたと回答する児童の割合を全学年６

５％以上にする。 

取組内容③【基本的な方向２、豊かな心の育成】 

・児童が自らあいさつできるよう、「あいさつ習慣」を設定したり、学級や学年で指

導を工夫したりする。 

   (道徳教育の推進)        

指標 

・「あいさつ週間」を学期に１回設定し、評価方法を工夫するなどして、学校全体で

継続して取り組む。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

 

 

 

次年度への改善点 
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(様式２) 

大阪市立高見小学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

全市共通目標（小・中学校） 

〇小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分

の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的

な「思う」と回答する児童の割合を２６％以上にする。 

 （前年度 ３２．８％） 

〇小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母

集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント向上させる。 

 （前年度 ５・６年生において達成） 

〇小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を８０％以上にする。  

 （前年度 ８０．７％） 

〇小学校学力経年調査における「運動(体を動かす遊びを含む)やスポーツをするこ

とは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を６３％

以上にする。（前年度 ７２．３％） 

学校の年度目標 

①小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母 

集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント向上させる。 

（前年度 ５・６年生については 1 ポイント以上向上を達成） 

②学校生活アンケートにおける「国語の授業はよくわかりますか。」「算数の授業は 

よくわかりますか。」の項目について肯定的な「わかる」と回答する児童の割 

合を８５％以上にする。（前年度 国語９２．１％、算数８９．２％） 

③学校生活アンケートにおける「学級の友だちと話し合って、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができていますか」の項目において、肯定的に回答する児

童の割合を８０％以上にする。（前年度 ８３．２％） 

④メンター研修を年５回以上行い、若手教員の育成を図る。（昨年度 予定通り実施） 

⑤学校生活アンケートにおける「外国語の学習は楽しいですか。」の項目について肯

定的に回答する児童の割合を８０％以上にする。（前年度 ５４．０％） 

⑥学校生活アンケートにおける「体を動かすことは好きですか」の項目について最 

も肯定的に回答する児童の割合を６５％以上にする。（前年度 ６９．８％） 

⑦体育発表会、なわとび週間、かけあし週間後にアンケートを行い、それぞれの内 

容において実施後に肯定的に回答する児童の割合を６５％以上にする。 

（前年度 体育発表会９５．４％、なわとび週間８９．２％、かけあし週間９３．

８％） 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４、誰一人取り残さない学力の向上】 

・算数科、国語科を中心に、児童の実態に合わせて学習形態を工夫し（朝の学習タ 

イム、昼の「国語タイム」、デジタルドリル等）、学習の効率を高める。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

(言語活動・理数教育の充実)    

指標 

・学校生活アンケートで「国語の授業は好きですか」の項目について肯定的に回答

する児童の割合を８５％以上にする。 

取組内容②【基本的な方向４、誰一人取り残さない学力の向上】 

・主体的・対話的で深い学びを実現する授業力を身につけることをめざして全体で

の研究授業・研究協議会に取り組む。 

 ( 「主体的・対話的で深い学び」の推進 )           

指標 

・年間６回以上の全体での研究授業・研究協議会を行う。 

・校内公開授業を年間１０回以上行う。 

取組内容➂【基本的な方向４、誰一人取り残さない学力の向上】 

・朝の英語タイムを週２回１５分間実施し、英語に親しむように取り組む。 

      （英語教育の強化） 

 

指標 

・朝や昼の「学習タイム」で、Ｃ-ＮＥＴを活用し年に２回以上全学級で「英語タイ

ム」を実施する。 

 

取組内容➃【基本的な方向５、健やかな体の育成】 

・児童の体力保持増進のため、体育授業、体育的行事の充実を図る。 

・各学年の内容に応じた「体育がんばりカード」を作成し、活用を図る。また、が

んばりを評価し、フィードバックするように工夫していく。 

( 体力・運動能力のための取組の推進  )       
 

指標 

・学期に１回以上、「体育発表会」「なわとび週間」「かけ足週間」など、全校での体

育的活動を実施する。 

・学校生活アンケートで「体を動かすことは楽しい」の項目について、肯定的に回

答する児童の割合を６０％以上にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

 

 

次年度への改善点 
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 （様式２) 

大阪市立高見小学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（小・中学校） 

〇デジタル教材を活用した朝学習などを週２回実施する。（３年生以上） 

 （前年度 ８５．４％） 

〇学習者用端末を活用した家庭学習を週１回実施する。（３年生以上） 

 （前年度 ７６．２％） 

〇年次有給休暇を 10 日以上取得する教職員の割合を 100％にする。（前年度 達成） 

〇「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間に関する基準

１を満たす教職員の割合を 70％以上にする。（基準２は 100％）（前年度 達成） 

学校の年度目標 

➀デジタル教材を活用した学習（朝学習や授業時間など）を３年生以上で週２回実

施する。（前年度 おおむね実施できた） 

②学習者用端末を活用した家庭学習を３年生以上で月に１回実施する。 

 （前年度 おおむね実施できた） 

③学校生活アンケートにおける「学習者用端末を活用した学習にすすんで取り組む

ことができましたか」に対して、肯定的な回答をする児童の割合を９０％以上に

する。（前年度 ９０．１％） 

④学校生活アンケートにおける「学習者用端末を使った学習は楽しいですか」に対

して、肯定的な回答をする児童の割合を９０％以上にする。（前年度 ９０．３％） 

⑤ゆとりの日を月 1 回以上完全実施する。（前年度 おおむね完全実施できた） 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向６、教育ⅮＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進】 

・朝学習など（授業時間を含む）でデジタル教材を積極的に活用する。 

・計画的に学習者用端末を持ち帰り家庭学習に取り組む。 

( ＩＣＴを活用した教育の推進 )   

 指標 

・全学年、１日１回学習者用端末を活用する。 

・朝の「学習タイム（ＩＣＴタイム）」の活用や「心の天気」を入力を積極的に行う。 

・３～６年で、月に１回以上は学習者用端末を持ち帰り,NAVIMA を活用した家庭学習

に取り組む。 

取組内容②【基本的な方向６、教育ⅮＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進】 

・教員のＩＣＴ活用指導力の向上を図るための研修を実施する。 

・ＩＣＴを効果的に活用した授業（スライド、Ｊａｍｂｏａｒｄなど）を月１回以

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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上計画する。                 

 ( ＩＣＴを活用した教育の推進 ) 

指標 

・学期に１回以上、校内でのＩＣＴ研修を実施する。 

取組内容③【基本的な方向７、人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

・退勤の目標時刻を掲示したり、必要に応じて教職員に声かけをしたりして、昨年

度より教職員の時間外勤務を減少させる。 

(働き方改革の推進)       
 

指標 

・「ゆとりの日」を月２回以上確実に実施する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

 
 


